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一般会計性質別決算額

　

昭
和
六
十
三
年
度
の
市
の
各
会
計
決
算
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
歳
入
・
歳
出
は
、
家
計
簿
で
い
え
ば
収
入
●
支
出
と
同
じ
も

の
。
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
入
り
、
ど
こ
へ
い
く
ら
使
っ

た
の
か
気
に
な
る
も
の
で
す
。
図
表
を
中
心
に
市
の
家
計
内
容
を

公
表
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
目
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
こ
一
七

億
五
七
九
二
万
円
、
歳
出
は
て
一

四
億
七
四
七
六
万
円
で
す
。
六
十

二
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
・
歳

出
と
も
に
約
二
・
一
二
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
六
十
二
年
度
中
に

相
互
不
動
産
社
長
・
多
田
清
氏
か

ら
受
け
た
寄
付
金
二
〇
億
円
と
、

寄
付
金
に
基
づ
く
大
野
有
終
会
館

建
設
で
六
十
三
年
度
中
に
支
出
さ

れ
た
お
金
一
一
億
〇
五
六
〇
万
円

を
差
し
引
い
て
両
年
度
一
般
会
計

決
算
額
を
比
べ
た
場
合
で
は
、
歳

入
・
歳
出
と
も
に
約
五
・
四
％
の

増
と
な
り
ま
す
。

　

六
十
三
年
度
の
歳
入
と
歳
出
の

収
支
差
引
は
二
億
八
ご
二
六
万
円

の
黒
字
で
、
残
っ
た
お
金
は
平
成

元
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
、
一
般
財

源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
歳
入
と
歳
出
の
そ
れ
ぞ

れ
の
内
訳
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

歳
入

　

下
表
「
目
的
別
決

算
額
」
の
歳
入
の
欄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
歳
入
の
ト
ッ

プ
は
市
税
で
、
全
体
の
四
分
の
一

を
占
め
て
い
ま
す
。
六
十
二
年
度

に
比
ぺ
二
・
八
％
の
増
で
す
。
市

税
の
中
心
は
市
民
税
と
固
定
資
産

税
で
、
両
方
で
市
税
全
体
の
八
五

％
に
な
り
ま
す
。
市
税
の
内
訳
な

ど
詳
し
く
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

市
税
の
ほ
か
、
使
用
料
・
手
数

料
、
財
産
収
入
な
ど
市
固
有
の
財

源
が
占
め
る
割
合
は
歳
入
全
体
の

四
九
・
四
％
で
、
残
り
は
地
方
交

付
税
や
国
・
県
支
出
金
、
市
債
な

ど
市
以
外
の
財
源
に
依
存
し
て
お

り
、
財
源
面
で
は
当
市
は
「
五
割

自
治
」
と
い
え
ま
す
。

歳
出

　

歳
出
の
見
方
に
は

目
的
別
に
分
け
て
兄

る
方
法
と
、
性
質
別
に
兄
る
方
法

と
が
あ
り
ま
す
。

　

「
教
育
費
」
「
土
木
費
」
「
農
林
水

産
業
費
」
の
よ
う
に
事
業
目
的
別

に
分
け
た
も
の
が
目
的
別
歳
出
で
、

内
訳
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。
最

も
支
出
が
多
い
の
は
総
務
賛
で
す

が
、
こ
れ
は
大
野
有
終
会
館
新
築

と
市
民
会
館
大
規
模
改
修
の
経
賞

（
二
つ
で
一
五
億
九
四
二
一
万
円
）

63年度－般会計

歳入

区分 決算額（万円）比率陶

1．市税 33億5，491 26．3
2．地方譲与税 1億4，007 1．0
3．利子割交付金 3，062 0．2
4．自動車取得税交付金 1億5，753 1．2
5．地方交付税 31億6，304 24．8

6．交通安全対策特別交付金 1，037 0．1
7．分担金及び負担金 2億5，715 2．0
8．使用料及び手数料 1億6，218 1．3
9．国庫支出金 1Oft1，961 8．0
10．県支出金 9fi2，772 7．3

11．財産収人 2億974 1．7
12．寄付金 1，554 0．1
13．繰入金 13億8，978 10．9

14．繰越金 2億9，634 2．3
15．諸収人 6億1，987 4．9

16．市債 10億345 7．9
合計 127億5，792 100．0

目的別決算額

歳出

区分 決算額（万円）比率陶

1．議会費 1億4，975 1．2
2．総務費 33億297 26．5

3．民生費 15億7，612 12．6
4．衛生費 8億1，895 6．6
5．労働費 2億238 1．6
6．農林水産業費 15億9 12．0
7．商工費 5億4，322 4．4
8．土木費 15億9，102 12．8
9．消防費 4億629 3．3

10．教育費 15億9，905 12．8
11．災害復旧費 2，395 0．1
12．公債費 7億6，097 6．1
13．予備費 0 0

合計 124億7．476 100．0



が
計
L
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、
通

常
、
総
務
費
は
歳
出
の
I
ご
丁
五

％
前
後
で
す
。
実
質
的
な
歳
出
の

ト
ッ
プ
は
教
育
費
で
、
次
い
で
上

木
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産
業
費

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
性
質
別
に
歳
出
χ
兄
て
み

ま
し
よ
う
。
内
訳
は
前
ペ
ー
ジ
左

L
の
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
、

経
費
の
実
質
的
な
使
途
に
着
目
し

て
分
類
し
た
も
の
で
す
。
建
設
事

業
費
が
歳
出
全
体
の
四
割
余
り
×

占
め
、
大
野
有
終
会
館
、
市
民
会

館
を
は
じ
め
学
校
や
道
路
、
公
園

整
備
な
ど
の
事
業
が
積
極
的
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
歳
出
の
う
ち
、
人
件
費
、

扶
助
費
（
生
活
保
護
費
な
ど
福
祉

関
係
費
）
、
公
債
費
（
市
債
な
ど
市

の
借
金
の
返
済
費
）
の
三
つ
は
「
義

務
的
経
費
」
と
呼
ば
れ
、
行
財
政

を
営
む
h
で
必
要
不
可
欠
の
経
費

で
す
。
六
十
一
二
年
度
の
義
務
的
経

費
は
四
〇
億
七
九
五
こ
万
円
で
、

六
十
二
年
度
に
比
べ
五
こ
二
％
、

二
億
〇
四
三
六
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
う
ち
、
人
件
費
は
四

・
六
％
、
九
九
九
五
万
円
の
増
で

す
。
公
債
費
は
七
・
二
％
、
五
〇

九
七
万
円
の
増
で
、
市
民
一
人
当

た
り
約
一
万
八
千
円
を
負
担
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

市税の収入状況
総額33億5，491万円

単
位

千
万
円 税

目

市
民
税

固
定
資
産
税

消
費
税

た
ば
こ

電
気
税

一
都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

そ
の
他

税
皿

皿制g
副
」

湯入

額担負の税市

税目 1世帯当たり 1人当たり

市民税

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気税

特別土地保有税

入湯税

都市計画税　

合計

136，228円

115，787　

4，222　

16，489　

14．277　　　

164　

　　18　

10，131

297，316

36，145円

30，722　

1．120　

4，375　

3，788　　

44　

　　5　

2，688

78、887

市
税
の
状
況

　

前
の
ペ
ー
ジ
で
も
触
れ
た
よ
う

に
、
市
税
の
対
前
年
度
伸
び
率
は

こ
・
八
％
で
、
過
去
五
年
間
で
は

六
十
二
年
度
の
対
前
年
度
比
こ
・

七
％
増
に
次
い
で
低
い
伸
び
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
の

会
計
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
市
税
の
税
目
別
内
訳
は
上
表

「
市
税
の
収
入
状
況
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
市
税
の
う
ち
市
民
税
（
個

人
・
法
人
）
は
全
体
の
四
五
・
八
％

を
占
め
、
六
十
こ
年
度
に
比
ぺ
こ

・
三
％
の
増
。
景
気
回
復
に
よ
り

法
人
市
民
税
が
一
四
・
五
％
増
と

な
っ
た
反
面
、
個
人
市
民
税
の
減

税
実
施
で
相
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
一
世
帯
当
た
り
と
一
人
当

た
り
の
市
税
負
担
額
は
右
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。
一
方
、
市
が
I

般
会
計
の
歳
出
で
市
民
に
還
元
し

た
額
は
、
一
世
帯
当
た
り
約
一
一

〇
万
六
千
円
、
一
人
当
た
り
で
は

約
こ
九
万
三
千
円
と
な
り
ま
す
。

建設事業費の主な内訳

事業名 事業費

大野有終会館建設事業
市民会館改修事業
六呂師小学校改築事業
小山小体育館改築事業
下庄小・富田小大規模改修
六呂師小・小山小環境整備
市道・橋りょう改良整備事業
河川改良事業
都市計画街路整備事業
林道開設・改良等事業

11億560万円
4億8，861万円
2億8，199万円
1億3，934万円　　

5，720万円　　
4，860万円

4億4，443万円
1億4，085万円
1億9，400万円
1億9，345万円

jllり吟＆ぱ］ 贈参斥jJ玩藤豆

事業名 事業費

基幹作業道整備事業
土地改良事業・事業補助
農業構造改善事業
集落拠点施設整備補肋
地域農業拠点整備補肋
農村基盤総合整備事業
団体営農道整備事業
亀山公園整備事業
都市公園等整備事業
公共施設用地取得事業
その他　

合計

　　4，640万円
1億4，048万円　　

8，012万円　　
4，125万円　　
4．020万円

2億3．757万円　　
7．050万円

1億円
1億1，034万円
2億6，137万円
10億5，976万円
52億8、206万円



■財政公表

特別会計狭算額

芦民健康保ぶ

歳人21億6・243万円

蔵し出21億1・207万円

jとし＿＿5・036ノy円

老人保健

歳入21it8，433万円

歳出21ft8，433工万円

堆引O万円

鰭第二ま躯磁i

歳入3億4．758万円

歳出3億4、003万円

差引755万円－

簡易水道

歳入4．893万円

歳出4．009万円

差引884工万円

j業集落排水

歳入1it320万円

歳出1億320万円

堆引O万円

愛東会計漱算額

水道事業

牡丹大，

※赤字分は予算の定めに従い、企業会計

　

内部留保資金を充当します。

防
脊

窟
の
が

（平成元年3月31日現在）

建物12万5，696㎡

土地1，370万6、383㎡

有価証券159万円

出資金1億2，689万円

基金（以下内訳）28億3、593万円

　　　

財政調整基金7億6．866万円

　　　

総函↑i民センター（仮称）建設基金9．189万円

　　　

土地開発基金3億1，489万円

　　　

L下水道整備基金2億68万円

　　　

福祉教育文化消防施設基金10億2，148万円

　　　

その他4億3，833万円

自転車（バイク・ブル含む）71台

63年度末の目的別市債現在高（一般会計）

　　　　　　　　

（平成元年5月31日現在）

　　

総額

66億9，762万円

借入先別の市債現在高

　　　　　

（平成元年5月31日現在）

大蔵省資金運用部

　　

36億5，398万円（54．6％）

郵政省簡易保険局

　　

18億7，762万円（28．0％）

公営企業金融公庫

　　

2億9，806万円（4…5％）

各種共済組合

　　

2億9，326万円（4．4％）

その地

　　

5億7，470万円（8．5％）

合計

　　

66億9，762万円（100．0％）
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秘
今
i
m
＋
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一
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昨
年
度
の
市
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ゴ
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漕
応
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回
一

祉
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⊃

年
間
1
万
丿
余
り
を
処
理

　

昭
和
六
十
万
年
度
中
に
市
が
処

押
し
か
ブ
ミ
の
辰
は
：
万
に
几
ぺ
日
ブ

余
り
に
上
り
王
土
、
そ
の
内
駅
に

図
1
の
と
む
り
で
す
．

　

現
在
の
清
掃
七
ン
タ
ー
が
貨
務

を
始
め
た
八
十
．
．
．
年
度
の
ゴ
ヽ
ヽ
ヽ
の

総
辰
に
、
約
ペ
ト
㈹
ソ
日
祉
で
？
～
｀
）
た
、

当
時
の
人
日
と
現
在
の
人
日
を
比

べ
る
と
ぱ
と
ん
ど
変
わ
り
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
十
年
ほ
ど
で
、
ゴ
ミ

の
辰
は
．
・
．
．
斤
倍
に
も
・
な
っ
て

い
ま
す
．

　

六
十
五
年
度
の
ゴ
ミ
の
総
辰
χ

．
匪
帯
当
た
り
に
直
す
と
、
年
間

約
八
白
ミ
ト
ー
二
日
一
一
・
五
計
）

．
人
当
た
り
で
は
約
．
ぷ
日
五
ト
岫

（
．
‐
〇
・
七
計
）
と
な
り
ま
す
．

処
理
費
は
2
億
5
千
万
円

ゴ
ミ
の
処
理
は
、
決
し
て
た
だ

で
で
ざ
る
上
R

の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
収

叱
や
焼
却
、

川
め
立
て
、

施
設
・
設
備

の
維
持
竹
理

な
ど
に
多
く

の
社
賞
が
掛

か
っ
て
い
ま

す
。

　

六
ト
ミ
年

度
中
に
ゴ
ミ

処
理
に
使
わ
れ
た
む
金
は
、
約
．
．

億
四
や
七
．
自
万
円
に
も
L
り
ま
す
．

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
．
世
帯

分
の
ゴ
ミ
の
処
理
に
年
間
約
1
万

．
．
卜
円
の
お
金
が
灰
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
．
そ

し
て
そ
の
お
金
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
．

　

1
億
五
や
万
円
と
い
え
ば
、
学

校
の
体
育
館
一
つ
分
．
随
分
も
っ

た
い
な
い
話
で
す
．
費
用
χ
少
！

で
も
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

捨
て
る
前
に
よ
く
考
え
て

　

ゴ
ミ
処
理
の
賞
用
χ
節
約
す
る

た
め
に
は
①
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

を
守
る
②
減
址
と
資
源
化
×
図

る
こ
の
I
占
一
が
大
切
で
す
。

　

図
2
χ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ

は
六
ト
。
。
。
年
八
‐
‥
に
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
出
さ
れ
た
物
の
内
訳
χ
調

べ
た
結
田
V
で
す
。
令
体
の
約
六
〇

％
χ
紙
と
布
類
が
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
廃
品

日
凹
収
χ
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　

使
い
捨
て
時
代
を
反
映
し
て
、

ビ
ニ
ー
ル
や
合
成
樹
脂
製
品
類
が

こ
八
％
近
く
あ
り
ま
す
が
、
実
は

こ
れ
が
焼
却
炉
×
傷
め
、
焼
却
効

率
χ
悪
く
す
る
元
凶
な
の
で
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
合
成
樹
脂
製

の
各
種
製
品
は
、
必
ず
不
燃
物
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

図1．1年間のゴミの内訳

63年度

ゴミの総量

　

10，519t

訳
内

の
物

燃
可

2
図

べ
覧
日
そ

　

O
（
O

　

0
2
調

　

1
月

　
　

8

　

計
年

＞
v
合
6
3
y

ゴ
ミ
の
減
量
・
分
別
に

　

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

ゴ
ミ
の
減
嶮
と
処
理
の
効
率
化
に
は

巾
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
。

ぜ
ひ
、
次
の
点
を
心
掛
け
て
く
ど
I
い
。

1
資
源
と
し
て
活
用
す
る

　

占
新
聞
・
古
雑
誌
・
ダ
ヽ
ノ
ボ
ー
ル
・

布
製
‥
川
は
、
廃
品
川
収
に
出
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
空
き
ビ
ヽ
ノ
は
巾
が
回
収

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
色
別
に

分
け
、
指
定
諮
れ
た
日
時
・
場
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

2
可
燃
物
と
不
燃
物
を
分
別

　

燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
を
き
ち
ん

と
分
け
て
く
び
さ
い
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ

と
は
、
板
ガ
ラ
ス
や
螢
光
灯
類
、
瀬
戸

物
、
金
属
、
合
成
樹
脂
類
（
洗
剤
や
シ

タ
ノ
ブ
ー
な
ど
の
容
ぶ
、
波
板
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
）
を
い
い
ま
す
。
特
に
、
合

成
樹
脂
類
は
燃
え
る
と
き
に
有
毒
ガ
ス

が
出
た
り
、
高
温
を
発
す
る
た
め
炉
を

傷
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、
分
別
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

3
粗
大
ゴ
ミ
も
再
利
用
を

　

要
ら
な
く
な
っ
た
テ
レ
ビ
・
洗
濯
機
・

冷
蔵
庫
・
自
転
車
な
ど
は
、
業
者
に
引

き
取
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
市
の
不
用
品

交
換
（
連
絡
先
・
市
生
活
環
境
課
）
に
出

し
て
活
用
を
考
え
よ
し
ょ
う
。

4
電
池
は
小
中
学
校
の
回
収
箱
へ

　

電
池
は
不
燃
物
で
す
が
、
専
門
の
処

理
が
必
要
で
す
。
市
内
の
各
小
・
中
学

校
に
回
収
箱
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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ふ
る
さ
と
の
持
ち
味
い
か
し

　

今
年
か
ら
四
季
の
里
づ
く
り

　

こ
の
ほ
ど
、
市
の
。
「
グ
リ
ー
ン
ー
グ
リ
ー
ン
大
野
整
備
事
業
」
が

自
治
省
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
」
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
市
街
地
南
部
に
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
「
冬
の

里
」
を
新
設
す
る
ほ
か
、
麻
那
姫
湖
畔
に
既
設
の
「
春
の
里
」
「
夏
の

里
」
「
秋
の
里
」
を
充
実
す
る
も
の
で
、
今
年
度
か
ら
四
ヵ
年
間
で
約

I
二
十
八
億
円
を
掛
け
て
整
備
し
ま
す
。
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
…
冬
の
里

　

「
冬
の
里
」
が
整
備
さ
れ
る
所
は

南
部
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
区

域
内
で
、
現
在
整
備
中
の
「
明
治

公
園
」
東
側
約
二
万
五
千
平
方
□

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

「
冬
の
里
」
に
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
公
式
競

技
が
で
き
る
観
覧
席
付
き
の
体
育

館
を
は
じ
め
、
柔
・
剣
道
場
、
弓

道
場
を
備
え
た
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
プ

ラ
ザ
（
屋
内
総
合
体
育
施
設
）
」
を

建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
降
雪
期
で

も
テ
ニ
ス
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

を
楽
し
め
る
大
圧
服
付
き
の
広
場

も
整
備
す
る
計
画
で
す
。

　

「
明
治
公
園
」
に
は
、
約
四
千
平

方
口
の
多
目
的
芝
生
広
場
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
（
一
面
）
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
三
面
）
、
休
憩
所
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
冬
の
里
」

が
完
成
す
る
と
、
冬
は
も
ち
ろ
ん
、

年
間
を
通
し
て
屋
内
外
の
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
め
る
場
所
と
な
り
ま
す
。

麻
那
姫
湖
畔
は
憩
い
の
里

　

昭
和
五
十
二
年
十
月
の
真
名
川

ダ
ム
完
成
に
よ
り
誕
生
し
た
「
麻

那
姫
湖
」
に
は
、
そ
の
後
の
湖
畔
公

園
整
備
事
業
で
ダ
ム
サ
イ
ト
に
「
春

の
里
」
、
若
生
子
大
橋
東
岸
に
「
夏

の
里
」
、
中
島
に
「
秋
の
里
」
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
（
五
十
四
年
完
成
）
。

　

今
回
の
市
の
「
グ
リ
ー
ン
ー
グ

リ
ー
ン
大
野
整
備
事
業
」
で
は
、
既

存
の
公
園
を
一
層
親
し
み
や
す
く

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に

応
じ
た
樹
木
や
花
を
植
え
る
な
ど
、

「
里
」
を
取
り
巻
く
周
囲
の
景
観
に

調
和
す
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

　

最
も
規
模
が
大
き
い
「
秋
の
里
」

に
は
、
宿
泊
用
の
ケ
ビ
ン
（
丸
太

小
屋
）
を
二
十
五
棟
程
度
と
、
木

造
二
階
建
て
の
休
憩
・
研
修
用
の

ロ
ッ
ジ
を
新
設
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
「
春
の
里
」
に
は
麻
那
姫

像
を
設
け
た
り
、
「
夏
の
里
」
人
目

に
架
か
る
若
生
子
大
橋
の
色
を
塗

り
替
え
る
こ
と
も
検
討
中
で
す
。

里
を
巡
る
四
季
の
街
道

　

一
方
、
「
冬
の
里
」
を
起
点
に
中

島
の
「
秋
の
里
」
ま
で
を
巡
る
道
を

「
四
季
の
街
道
」
と
名
付
け
、
片
道

約
二
十
計
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

コ
ー
ス
に
は
、
国
道
一
五
七
号

を
は
じ
め
県
・
市
道
、
林
道
、
真

名
川
の
堤
防
を
利
川
し
、
未
舗
装

部
分
を
舗
装
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
安
全
柵
や
休
憩
所
な
ど
を
要

所
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。

「冬の里」位置図

グリーン・グリーン大野施設配置図
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善
導
寺
の
″
胎
内
仏
″
な
ど

　

3
件
を
市
文
化
財
に
指
定

　

市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
善
導
寺
（
錦
町
）
所
蔵
の
「
銅

造
阿
弥
陀
如
来
立
像
」
と
市
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の
「
藤
野

文
書
」
「
白
山
山
頂
出
土
山
岳
信
仰
遺
品
」
の
三
件
を
市
文
化
財

に
指
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
指
定
文
化
財
は
全
部
で
八
十
八

件
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
指
定
さ
れ
た
三
件
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
銅
造
弥
陀
如
米
立
像

　

こ
の
像
は
、
善
導
寺
本
尊
・
木

造
阿
弥
陀
如
来
座
像
の
胎
内
に
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
金
メ
ッ
キ
し

た
銅
の
鋳
物
で
、
高
さ
四
ヒ
・
七

号
の
立
像
で
す
。
鎌
倉
時
代
中
期

か
ら
後
期
（
で
一
四
一
年
～
て
べ

ご
べ
年
）
の
作
で
、
長
野
県
・
善

行
か
の
本
尊
を
か
た
ど
っ
た
も
の

と
さ
れ
、
室
町
時
代
後
期
。
永
禄

元
年
（
一
丘
五
八
年
）
の
善
導
寺
創

建
時
に
造
ら
れ
た
本
尊
の
胎
内
に

当
初
か
ら
納
め
ら
れ
て
き
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
―
）
。

写真1銅造阿弥陀如来立像（善導寺所蔵）

●
膝
野
文
書
（
手
紙
2
0
通
）

こ
の
文
書
は
、
大
阪
大
学
名
誉

教
授
・
藤
野
恒
二
郎
氏
か
ら
市
に

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
大
野
藩
洋

学
館
蘭
学
教
授
・
伊
藤
慎
蔵
と
大

野
藩
洋
医
・
林
1
渓
か
ら
緒
方
洪

庵
の
適
塾
同
門
生
・
藤
野
昇
八
郎

　

（
当
時
、
今
の
芦
原
町
に
在
住
）

へ
出
さ
れ
た
手
紙
二
十
通
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　

手
紙
に
は
、
幕
末
の
大
野
藩
の

蘭
学
や
医
学
に
つ
い
て
書
か
れ
て

い
る
ほ
か
、
安
政
の
大
獄
に
連
座

し
た
吉
田
松
陰
や
佐
久
間
象
山
に

つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
当
時
の

世
情
を
知
る
h
で
も
非
常
に
貴
重

な
資
料
で
す
（
写
真
2
）
。

写真2藤野文書（部分・市歴史民俗資料館所蔵）

●
自
山
顛
い
山
岳
儒
仰
遺
品

　

こ
の
遺
品
は
「
銅
鋳
製
経
筒
（
写

輿
3
）
≒
法
華
経
残
塊
（
写
真
4
）
」

「
銅
鋳
製
独
鈷
杵
（
写
輿
5
）
」
「
銅

鋳
製
三
鈷
柄
剣
」
の
柄
の
部
分
（
写

真
6
）
の
四
点
で
、
い
ず
れ
も
平

安
時
代
（
七
九
四
年
～
一
一
九
二

年
）
の
作
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
筒
と
中
に
納
め
ら
れ
て
い
た

経
典
残
塊
は
別
山
山
頂
で
、
独
鈷

杵
と
一
二
鈷
柄
剣
の
柄
は
白
山
御
前

峰
山
頂
で
、
そ
れ
ぞ
れ
発
見
さ
れ

市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
筒
は
平
安
期
の
典
型
的
な
様

式
の
も
の
で
す
。
中
に
納
め
ら
れ

て
い
た
法
華
経
典
は
、
血
を
混
ぜ

た
朱
で
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
、
日
本
で
最
古
の
朱
書
経
典
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

独
鈷
杵
の
杵
と
は
、
も
と
も
と

は
イ
ン
ド
の
武
器
（
活
）
で
あ
っ
た

も
の
を
密
教
の
法
具
と
し
て
様
式

化
し
た
も
の
で
、
独
鈷
は
先
分
か

れ
し
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

三
鈷
柄
剣
は
、
柄
の
部
分
が
一
二
つ

股
に
な
っ
て
い
る
剣
の
こ
と
で
す
。

　

白
山
御
前
峰
山
頂
で
出
土
し
た

独
鈷
杵
と
ご
I
鈷
柄
剣
は
、
杵
の
片

方
と
剣
身
が
欠
け
て
は
い
ま
す
が
、

と
も
に
白
山
信
仰
、
仏
教
美
術
の

貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

写真3経筒（歴民所蔵）写真4法華経残塊（歴民所蔵）写真5独鈷杵（歴民所蔵）写真6三鈷柄剣（歴民所蔵）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
I
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

ぐるーぷ登場 大野新生断酒会

断
酒
会
″
来
て
、
見
て
、
知
っ
て
々

　

酒
を
や
め
た
い
と
い
う
共
通
の

日
的
を
持
っ
た
人
た
ち
が
、
断
酒

を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
互
い
に

励
ま
し
、
支
え
合
っ
て
い
こ
う
と

作
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
断
酒
会
で
す
。

　

大
野
新
生
断
酒
会
は
、
会
長
を

務
め
る
長
谷
川
伊
太
郎
さ
ん
（
中

荒
井
町
1
・
5
3
歳
）
と
和
泉
村
の
深

谷
昌
義
さ
ん
の
こ
人
が
、
四
年
前

に
病
院
を
退
院
し
た
の
を
機
会
に
、

互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
断
酒
し
よ

う
と
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
0
は
八
人
。
毎
迦
木

曜
日
、
夜
七
時
に
ド
庄
公
民
館
へ

集
ま
っ
て
、
茶
菓
子
を
つ
ま
み
な

が
ら
匯
間
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
く
じ
け
そ
う
な
仲
間

が
い
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
体
験

談
な
ど
を
話
し
て
励
ま
し
ま
す
。

決
し
て
責
め
た
り
せ
ず
、
し
い
に

乞
え
、
か
ば
い
八
目
っ
て
い
く
の
が

会
の
方
針
だ
そ
う
で
す
。
例
会
に

は
、
保
健
所
の
保
健
婦
さ
ん
も
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
助
言
者
）
と
し
て
参

加
し
て
く
れ
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
の
場
合
、
「
酒
も
飲

め
ん
よ
う
で
は
男
で

な
い
」
と
い
う
よ
う

な
風
潮
の
中
で
育
ち

農
作
業
で
疲
れ
た
体

を
い
や
す
の
は
酒
が

一
盾
と
飲
み
続
け
た

結
米
、
肝
臓
を
悪
く

し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
言
わ
れ
、
酒
好
き

な
人
に
は
好
都
〈
日
な

言
葉
で
す
が
、
そ
の

反
面
、
飲
み
方
や
そ

の
日
的
に
よ
っ
て
は

　

「
百
厄
の
長
」
と
も

な
り
ま
す
。
「
や
め
た

い
と
田
心
い
な
が
ら
や

め
ら
れ
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
断
酒
会
に
”
来
て
、
兄
で
、

知
っ
て
”
ほ
し
い
し
、
会
に
出
る

の
は
ど
う
も
・
‐
‐
と
い
う
場
合
は
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
」
と

長
谷
川
さ
ん
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
長
谷
川
さ
ん
の
電
話
は
、

6
5
・
4
1
8
1
で
す
。

ヤンクコチー若
い
カ
で
郷
土
づ
く
り
を

　

宮
本
豊
彰
ぶ
（
陽
明
町
4
）

　

若
者
の

大
野
離
れ

が
進
ん
で

い
る
み
た

い
で
す
が
、

少
し
で
も
く
い
と
め
た
い
、
と
、

誰
も
が
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
大

野
で
働
き
、
住
ん
で
い
る
若
者
ほ

ど
そ
の
思
い
は
強
い
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
少
し
で
も
若
者
が
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
街
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
、
八
月
の
ヤ
ン
グ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
特
に
、
ね

る
と
ん
ゲ
ー
ム
、
屋
外
シ
ア
タ
ー

は
今
年
の
目
玉
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
そ
れ
ぞ
れ
で
も
い
ろ

ん
な
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
な
が
ら
で
も
、
今
、
言
わ

れ
て
い
る
「
大
野
の
活
性
化
」
に

貢
献
と
い
う
意
味
で
も
、
若
い
人

に
わ
か
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
伍
萬
石
倶
楽
部
で
も
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
ス
キ
ー
ツ
ア

ー
な
ど
み
ん
な
で
楽
し
め
る
行
事

を
企
画
中
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

″
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
乙
考

　
　
　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム
…
童
子

　

県
で
は

福
井
の
イ

メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
努

め
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
一
番
の
障
害
は
や

は
り
、
県
民
白
身
が
持
っ
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
。
過
剰
な
ほ

ど
に
卑
下
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
福

井
の
未
来
を
暗
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
仮
に
も
、
福
井
で
生
活
し
、

こ
の
先
こ
こ
で
生
き
て
い
く
つ
も

り
な
の
な
ら
、
福
井
を
都
と
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

田
舎
だ
な
あ
？
と
思
っ
た
と
こ

ろ
で
、
日
本
全
国
そ
こ
ら
じ
ゅ
う

が
田
舎
な
の
だ
し
、
何
も
な
い
と

思
う
な
ら
、
何
か
を
つ
く
っ
て
し

ま
え
ば
す
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
地
元
の
人
が
妙
に
暗
い
イ

メ
ー
ジ
し
か
持
た
な
い
か
ら
、
福

井
は
暗
い
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
相
乗
効
果
の
お
か
げ
で

ま
す
ま
す
暗
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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I
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
期
待

Q

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
お
世
話
で

会
0
の
方
々
が
、
食

品
・
弱
電
・
清
掃
・
事
務
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
方
面
で
働
い
て
い
ら
っ
し

や
る
そ
う
で
す
。
私
も
先
ご
ろ
、
お

菓
子
の
箱
を
作
る
工
場
で
一
二
ヵ
月

間
働
か
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
自
分

の
手
で
品
物
×
生
産
す
る
喜
び
×

味
わ
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら

六
人
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
私

と
同
様
六
十
歳
前
後
の
方
ば
か
り

で
、
未
知
の
方
々
と
も
知
り
合
い

に
な
れ
て
、
学
ぶ
と
こ
ろ
も
多
く

と
て
も
楽
し
い
期
聞
で
し
た
。
不

慣
れ
な
者
ば
か
り
短
期
間
の
雇
用

で
は
、
と
て
も
会
社
の
利
益
に
結

び
つ
く
こ
と
は
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
が
、
地
元
企
業
の
方
が

高
齢
者
の
就
業
に
ご
理
解
×
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
事
務
局
の
皆
様
に
は
、
福

祉
行
政
の
一
環
と
は
い
え
、
会
員

の
健
康
と
安
全
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
職
種
χ
と
、
き
め
細

か
い
心
配
り
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

紙
上
を
お
借
り
し
て
厚
く
ぉ
礼
申

し
L
げ
ま
す
。

　
　
　
　

（
春
日
2
・
松
本
栄
子
）

A

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
お
年
寄

り
に
あ
っ
た
仕
事
χ

提
供
し
て
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

×
進
め
よ
う
と
、
昨
年
五
月
に
発

足
、
は
や
一
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
援
助
し
て
き
ま
し
た

市
と
し
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　

現
在
百
五
十
人
が
セ
ン
タ
ー
へ

登
録
し
て
お
ら
れ
、
発
足
以
来
〈
’

年
五
月
ま
で
の
一
年
間
の
就
業
延

べ
人
員
は
五
千
三
百
人
、
会
員
に

払
わ
れ
た
配
分
金
（
賃
金
）
は
二
千

二
百
六
上
八
万
円
で
、
当
初
の
予

想
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　

多
か
っ
た
仕
事
の
内
容
は
、
軽

作
業
で
は
草
取
り
、
清
掃
、
工
場

な
ど
で
の
補
助
的
な
作
業
、
技
能

的
な
も
の
で
は
、
庭
木
の
せ
ん
定

や
雪
囲
い
、
機
械
×
使
っ
て
の
草

刈
り
な
ど
で
す
。

　

仕
事
を
し
た
い
人
、
し
て
ほ
し

い
人
は
、
大
野
有
終
会
館
二
階
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
6
・

0
0
6
9
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
日
曜
日
は
休
み
で
す
。

（
商
工
観
光
課
長
・
松
田
五
十
三
）

弘部諭

パ
ン
ー
フ
ラ
ワ
ー
作
り
を
楽
し
む

茜
安
好
美
j
［
中
荒
井
町
2
］

　

既
安
好
美
さ
ん
（
4
0
歳
）
は
、

三
年
前
に
、
ご
主
人
の
ふ
る
さ

と
で
あ
る
大
野
へ
、
家
族
三
人

で
東
京
か
ら
引
っ
越
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
の
春
、
完
成

し
た
新
居
の
居
間
に
は
、
本
物

と
間
違
う
ほ
ど
上
手
に
作
ら
れ

た
ブ
ド
ウ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
果

物
や
、
美
し
い
バ
ラ
や
ア
ジ
サ

イ
の
花
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
れ
は
パ
ン
ー
フ
ラ
ワ

ー
と
呼
ば
れ
る
手
工
芸
の
作
品

な
の
で
す
。
小
麦
粉
×
材
料
に

し
て
作
っ
た
粘
土
に
、
油
絵
の

具
×
混
ぜ
合
わ
せ
、
果
物
や
花

の
形
を
作
り
、
乾
燥
さ
せ
て
か

ら
油
絵
の
具
で
色
付
け
し
ま
す
。

ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
装
身
具
も
作

れ
ま
す
。
見
か
け
は
、
布
を
材

料
に
し
て
採
色
す
る
ア
ー
ト
フ

ラ
ワ
ー
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

厚
昧
が
表
現
で
き
る
と
こ
ろ
が

異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
メ
キ
シ

コ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
だ

そ
う
で
、
も
と
も
と
は
パ
ン
を

く
ず
し
て
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
ム

と
ボ
ン
ド
で
練
っ
て
作
っ
た
の

だ
そ
う
で
す
が
、
今
は
東
京
や

京
都
へ
行
け
ば
、
材
料
の
粘
土

が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。
粘
土

と
は
い
え
、
原
材
料
が
小
麦
粉

だ
け
に
湿
気
や
虫
に
は
弱
く
、

保
存
に
は
注
意
が
い
る
と
の
こ

と
。
蔑
安
さ
ん
は
親
し
い
友
達

に
こ
の
技
術
を
教
え
な
が
ら
、

自
分
自
身
も
作
品
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

私
七
り
ｔ
こ
そ

投
稿
の
お
願
い

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や

意
見
な
ど
、
日
ご
ろ
皆
さ
ん

が
考
え
て
い
る
こ
と
を
ハ
ガ

キ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙

上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

あ
て
先
市
役
所
総
務
課
広

報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
一
一
）

1
知
ら
せ

●
4
2
・
1
9
5
時
間

　

パ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
き
8
月
1
3
日
⑧
午
後
7
時
？

　

1
5
日
内
午
後
2
時

と
こ
ろ
大
野
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容
・
日
程
▼
4
2
・
1
9
5

　

時
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ー
ー
ー
1
3
日
午

　

後
7
時
1
5
分
？
1
5
日
午
後
2
時

　

▼
ア
マ
チ
ュ
ア
ー
ロ
ッ
ク
コ
ン

　

サ
ー
ド
…
1
4
日
午
後
4
時
？
5

　

時
3
0
分
と
6
時
3
0
分
？
8
時
3
0

　

分
の
2
回
公
演
▼
”
ね
る
と
ん

　

紅
鯨
団
こ
ゲ
ー
ム
大
会
：
‐
1
4
日

　

午
後
5
時
3
0
分
？
午
後
8
時
3
0

　

分
▼
屋
外
シ
ア
タ
ー
：
‐
1
4
日
午

　

後
1
0
時
？
午
前
O
時
と
1
5
日
午

　

前
2
時
？
4
時
の
2
回
『
愛
と

　

青
存
刀
旅
立
ち
＝
×
上
映

実
行
委
員
・
参
加
者
募
集
主
催

　

者
（
大
野
青
年
連
絡
会
、
代
表
・

　

井
川
直
樹
j
）
で
は
た
だ
今
、

　

実
行
委
員
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
を
募

　

集
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
も
団

　

体
で
も
大
歓
迎
。
市
教
育
委
員

　

会
社
会
教
育
課
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
ま
た
は
井
川
さ
ん
魯
6
6
・
1

　

3
7
3
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
当
日
は
模
擬
点
な
ど
も

　

開
設
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
日
程

　

な
ど
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



病
気
？
気
に
な
る
症
状
あ
れ
こ
れ

　

疲
れ
や
す
い
、
時
々
頭
が
痛
い
、
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
日
常
よ
く

経
験
す
る
こ
と
で
す
が
、
気
に
し
だ
す
と
不
安
で
、
病
院
へ
行
く
べ
き

か
ど
う
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の
判
断
の
目
安
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
目
安
で
す
か
ら
、
症
状
が
長
引
い
た

り
よ
く
な
ら
な
い
と
き
は
、
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
疲
れ
、
虚
脱
感

　

目
常
生
活
に
原
囚
が
あ
る
場
合

と
し
て
①
人
間
関
9
や
、
重
な
る

失
敗
に
よ
る
心
理
的
な
影
響
②
過

…
万
や
休
養
・
睡
眠
不
足
③
栄
養
の

不
足
④
酒
の
飲
み
過
ぎ
⑤
精
神
安

定
剤
の
服
川
、
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
精
神
的

な
病
気
の
場
八
口
は
、
普
通
は
疲
れ

が
ひ
ど
く
な
る
夕
方
ご
ろ
に
、
逆

に
元
気
に
な
る
と
い
・
つ
た
不
自
然

な
症
状
が
現
わ
れ
ま
す
。

●
む
く
み
が
あ
る

　

む
く
み
は
体
の
ど
こ
に
で
も
で

ま
す
が
、
最
も
多
い
の
は
足
と
顔

で
す
。
む
く
み
で
も
①
塩
分
や
水

分
の
取
り
過
ぎ
②
組
織
の
老
化
現

像
③
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
局
部
的

な
は
れ
の
月
経
前
⑤
立
ち
仕
事
、

な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の

は
、
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

・
よ
く
眠
れ
な
い

　

、
眠
り
”
は
生
物
に
と
っ
て
本
能

的
な
も
の
で
す
か
ら
、
本
来
は
眠

れ
な
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
①
不
安
、
心
配
ご
と
に
よ

る
神
経
の
緊
張
②
寝
室
や
寝
具
が

不
適
当
③
昼

間
の
居
眠
り

④
運
動
不
足

⑤
寝
る
前
の

濃
い
コ
ー
ヒ

ー
や
お
茶
、

な
ど
が
不
眠
の
原
因
に
な
り
や
す

い
も
の
で
す
0

・
頭
が
痛
い
、
重
い

　

頭
痛
の
原
閃
と
し
て
考
え
ら
れ

る
ぷ
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
ぼ
目
の

使
い
過
ぎ
③
酒
。
タ
バ
コ
の
飲
み

過
ぎ
④
便
秘
や
睡
眠
不
足
⑤
栄
養

の
偏
り
、
な
ど
は
、
痛
み
が
表
面

的
で
、
目
を
つ
む
っ
て
痛
む
場
所

が
は
っ
き
り
感
じ
ら
れ
る
場
合
が

多
く
、
あ
ま
り
心
配
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
背
中
が
痛
む

　

痛
む
個
所
を
た
た
い
て
も
ら
う

と
気
持
ち
が
い
い
と
き
や
、
風
邪

を
引
い
た
と
き
の
痛
み
は
一
時
的

な
も
の
で
、
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
背
中
の
痛
み
は
、
主
に

肝
臓
や
腎
臓
な
ど
内
臓
の
不
調
が

原
囚
し
て
い
る
場
〈
日
が
多
い
の
で
、

慢
性
的
な
痛
み
が
あ
る
と
き
は
、

専
門
医
の
診
断
が
必
要
で
す
。

健
康
づ
く
り

　

市
民
の
つ
ど
い

と
き
8
月
2
0
日
⑧
午
前
9
時

　

？
午
後
3
時

と
こ
ろ
大
野
有
終
会
館

日
程
・
内
容
▼
体
験
発
表
…

　

午
前
1
0
時
5
分
T
―
I
時
3
0
分
。

　

「
健
康
お
嬢
さ
ん
」
松
田
美
智

　

子
ぷ
ほ
か
5
人
▼
コ
ー
ナ
ー

　

催
し
：
‐
午
前
9
時
、
’
‘
午
後
3

　

時
。
「
そ
れ
い
け
運
動
コ
ー
ナ

　

ー
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・
健
康

　

体
操
）
』
、
『
ご
っ
つ
お
の
広
場

　

（
バ
ラ
ン
ス
食
試
食
・
手
作
り

　

お
や
つ
）
』
、
『
す
く
す
く
ち
び

　

っ
子
広
場
（
ミ
ニ
遊
閥
地
・

　

お
や
つ
サ
ー
ビ
ス
）
』
な
ど
。

皆さんの健康づくりを後押しします．保健センター（酋65－7333）



■あなたの身近に話題がありまし

たら市役所総務課広報広聴係（豊

66－1111）へご連絡ください。

議趣の’iafEBivJ

湯の谷川上流に温泉源

　

今月、県に掘削許可を申請

　

市はII，’UII62－｜そと63年に巾内4地

域で温泉探査を行いましたが、－斤

の後、俳られた丿一夕を詳細口分

析した結¶恥、湯の谷川ll流（橋爪

地籍いがjl琵）有ヤ4な温川原である

こどが分かりました。市では、今

月開かれる県温以審議会に掘削許

可申請をし、諸手続きが完了し次

第、試掘調査をする予定です。

温泉試掘予定地

手づくりに自信と喜び

　　

やまびこコンサート

　

体に障害を持つ人にらの思いや）

希望をつづうた詩に、曲をつけて

Tんなで歌おうと、7月9日、市

民会館大ホールで、゛やまびこ」ン

け‐トlが開かれました。詩は朽

らろん、曲も演奏6すべてがFづ

くりだけに、みんなの顔が自信と

喜びに満らでいました。

友
好
市
町
交
流
会
で

　

ふ
る
さ
と
創
生
意
見
交
換

　

明
治
初
期
、
人
野
か
ら
多
く
の
人
が

北
海
道
三
石
町
に
人
植
し
ま
し
た
が
、

同
町
と
ゆ
か
り
の
あ
る
当
巾
な
ど
全
国

五
市
町
の
友
好
交
流
会
が
七
月
十
一
日
、

大
野
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今

話
題
の
ふ
る
さ
と
創
生
な
ど
に
つ
い
て

意
兄
を
交
換
、
今
後
と
6
官
民
あ
げ
て

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
哲
‥
い
ま
し
た
。

梅
雨
の
晴
れ
間
に
清
掃
奉
仕

　
　
　
　
　

大
野
高
齢
者
教
室

　

梅
雨
の
晴
れ
間
を
縫
っ
て
、
7
月
1
9

日
早
朝
、
大
野
高
齢
者
教
室
の
”
生
徒
”

さ
ん
六
十
人
が
、
柳
廼
社
境
内
を
清
掃

し
ま
し
た
。
草
を
取
る
人
、
落
ち
葉
を

集
め
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
奉
仕
作
業
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
教
室
は
「
健

康
で
明
る
い
生
活
」
を
テ
ー
マ
に
、
毎

月
一
回
、
十
。
一
月
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

読
み
ど
く

…
奥
越
マ
ラ
ソ
ン
大
野
大
会

　

第
9
回
奥
越
マ
ラ
ソ
ン
・
大
野
大

会
が
次
の
と
お
リ
開
か
れ
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
1
0
月
8
日
⑨
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所
大
野
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
程
？
受
付
・
：
午
前
9
時
3
0
分
～

　

▼
開
会
式
…
午
前
1
0
時
3
0
分
～
？

　

発
走
…
午
前
1
1
1
1
H
時
3
0
分
～

コ
ー
ス
市
役
所
前
～
こ
ぶ
し
通
り

　

～
上
荒
井
～
下
黒
谷
～
榎
～
野
中

　

口
の
2
0
キ
ロ
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

種
目
？
2
0
キ
ロ
：
こ
般
男
子
（
高
校

　

生
を
除
く
）
▼
1
0
キ
口
…
一
般
男
子

　

（
高
校
生
を
含
む
）
？
5
j
…
①
4
0

　

歳
以
上
男
子
2
3
0
歳
以
上
男
子
③

　

2
9
歳
以
下
男
子
（
高
校
生
を
含
む
）

　

④
一
般
女
子
（
高
校
生
を
含
む
）
⑤
申

　

学
男
子
？
3
キ
口
…
①
中
学
女
子
②

　

5
0
歳
以
上
男
子
③
3
0
歳
以
上
女
子

参
加
費
中
学
生
2
0
0
円
、
高
校

　

生
3
0
0
円
、
一
般
8
0
0
円
（
保

　

険
料
、
成
績
一
覧
表
送
付
料
含
む
）

申
込
方
法
申
込
書
は
大
野
市
教
育

　

委
員
会
体
育
課
、
大
野
…
勝
山
地

　

区
広
域
行
政
事
務
組
合
（
い
ず
れ

　

1
大
野
市
役
所
内
）
、
福
井
新
聞
大

　

野
支
社
（
美
川
町
6
－
1
8
）
に
あ

　

り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

参
加
料
を
添
え
て
前
記
の
所
へ
。

申
込
期
間
8
月
8
日
～
9
月
8
日



・・INFORMATION

お
知
ら
せ

8月

●
夏
休
み
子
供
工
作
教
室

と
き
8
月
2
4
日
④
・
2
6
日
①

と
こ
ろ
市
図
書
館

内
容
▼
9
4
一
日
…
午
後
1
時
か
ら

　

2
時
間
、
仕
掛
絵
本
（
開
く
と

　

絵
が
飛
び
出
す
絵
本
な
ど
）
作

　

り
。
幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象

　

と
し
、
定
員
3
0
人
で
材
料
費
3

　

0
0
円
が
必
要
▼
2
6
日
・
：
午
前

　

1
0
時
か
ら
2
時
間
、
切
り
絵
作

　

り
。
小
学
校
4
～
6
年
対
象
、

　

定
員
2
5
人
、
参
加
無
料

申
込
方
法
8
月
1
9
日
①
ま
で
に

　

市
図
書
館
き
6
5
・
5
5
0
0
へ

●
第
1
0
回
市
美
展
作
品
募
集

市
美
展
日
程
8
月
2
5
日
②
～
C
M

　

日
⑥
、
大
野
有
終
会
館
で
開
催

募
集
部
門
絵
画
・
造
形
、
彫
塑

　

工
芸
、
書
道
、
写
真

規
格
▼
絵
画
…
8
号
～
1
0
0

　

号
、
造
形
…
3
・
3
平
方
‐
以

　

内
▼
書
…
I
・
8
ロ
い
×
1
・
8

　

□
ま
た
は
2
・
4
□
×
O
・
6

　

ロ
以
内
で
縦
横
自
由
▼
写
真
…

　

四
ッ
切
以
L
I
・
5
□
×
1
□

　

以
内
（
組
み
写
真
の
場
合
も
）

出
品
資
格
県
内
在
住
の
高
校
生

　

以
上
の
人
（
県
・
中
央
展
の
役

　

員
な
ど
の
有
資
格
者
×
除
く
）

出
品
数
1
部
門
2
点
ま
で

出
品
料
1
点
に
つ
き
高
校
生
は

　

5
0
0
円
、
一
般
1
0
0
0
円

搬
入
8
月
2
3
日
⑥
正
午
～
5
時

　

の
間
に
大
野
有
終
会
館
へ

問
合
先
市
教
育
委
員
会
（
市
役

　

所
内
）
社
会
教
育
課
文
化
係

●
広
域
行
政
バ
ス
”
親
子
号
■
v

主
催
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行

　

政
事
務
組
合

と
き
8
月
2
7
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
に
大
野
市
役
所
前
出
発

コ
ー
ス
市
役
所
前
～
九
頭
竜
湖

　

駅
～
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド

　

中
竜
～
前
坂
家
族
旅
行
村
（
昼

　

食
）
～
大
阪
特
殊
合
金
勝
山
工

　

場
～
市
役
所
着
午
後
4
時
予
定

対
象
小
・
中
学
生
と
保
護
者
。

　

定
員
8
0
人

費
用
大
人
6
0
0
円
、
子
供
3

　

0
0
円
（
入
場
料
含
む
）

持
ち
物
昼
食
、
飲
み
物
、
水
着

申
込
方
法
は
が
き
に
住
所
・
氏

　

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
×

　

書
い
て
、
〒
9
1
2
大
野
市
天
神
町

　

1
－
1
大
野
市
役
所
内
大
野

　

・
勝
山
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
。

申
込
締
切
8
月
1
6
日
⑥

　

な
お
、
定
員
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
と
し
、
後

日
、
連
絡
し
ま
す
。

●
県
政
バ
ス
ぎ
ス
テ
リ
ー
号
s

と
き
8
月
8
日
収
午
前
8
時
5
0

　

分
に
J
R
越
前
大
野
駅
前
出
発

コ
ー
ス
福
井
・
鯖
江
方
面
で
行

　

き
先
は
ご
I
ス
テ
リ
ー
（
秘
密
ご

対
象
小
学
生
以
上
の
子
供
と
保

　

護
者
で
、
定
員
5
4
人
（
先
着
順
）

費
用
無
料

持
ち
物
昼
食
・
水
筒
・
筆
記
用
具

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所

　

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

　

出
発
日
・
出
発
地
χ
書
い
て
、

　

〒
m
福
井
市
大
手
3
－
1
7
‐
1

　

県
庁
広
報
課
県
民
相
談
室
へ

●
ヤ
ン
グ
ー
サ
マ
L
キ
ャ
ン
プ

主
催
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

と
き
8
月
1
2
日
①
・
1
3
日
⑨

と
こ
ろ
奥
越
青
少
年
の
森

対
象
市
内
在
住
の
勤
労
青
少
年

参
加
費
3
0
0
0
円

日
程
▼
1
9
一
日
・
：
午
後
7
時
ま
で

　

に
現
地
に
集
合
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

　

ー
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
の

　

つ
ど
い
▼
1
3
日
・
：
サ
ン
ス
ポ
ー

　

ツ
ラ
ン
ド
で
午
前
中
い
っ
ぱ
い

　

テ
ニ
ス
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

申
込
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
中

野
町
3
’
1
－
1
6
公
6
5
・
7
2
2
1
）

へ
8
月
1
0
日
④
ま
で
に

●
親
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

主
催
県
教
育
委
員
会

期
間
8
月
B
日
⑧
～
2
5
⑨
の
う

　

ち
、
1
泊
2
日
？
3
泊
4
日
で

　

9
コ
ー
ス
を
設
定
、
選
択
自
由

会
場
県
立
奥
越
青
少
年
の
森

対
象
親
子
、
小
学
校
3
年
生
以

　

上
の
児
童
・
生
徒

費
用
1
泊
2
日
・
：
約
2
5
0
0

　

円
、
2
泊
3
日
…
約
4
6
0
0

　

円
、
3
泊
4
日
・
：
約
6
5
0
0
円

申
込
方
法
8
月
1
0
日
④
ま
で
に

　

奥
越
青
少
年
の
森
へ
電
話
（
6
7
・

　

1
3
2
1
）
へ
。
コ
ー
ス
な
ど

　

の
問
い
合
わ
せ
も
ど
う
ぞ
。

●
第
1
0
回
と
み
た
夏
ま
つ
り

と
き
8
月
1
2
日
①
・
1
3
日
⑨

と
こ
ろ
富
田
公
民
館
・
富
田
小

　

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
程
・
内
容
【
1
2
・
1
3
日
】
▼
物

　

産
品
展
示
即
売
・
：
1
2
日
午
後
1

　

時
～
、
1
3
日
午
前
9
時
～
（
三

　

方
町
・
和
泉
村
・
富
田
地
区
な

　

ど
の
特
産
・
名
産
）
▼
市
内
商

　

店
出
張
販
売
【
1
2
日
】
▼
野
外

　

映
画
劇
場
・
：
午
後
7
時
～
（
『
ア

　

ニ
メ
ー
ナ
イ
チ
ン
グ
ー
ル
』
『
植

　

村
直
己
物
語
』
）
「
1
3
日
」
▼
ゲ

　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
…
午
後
1
時

　

～
▼
ミ
二
四
駆
大
会
・
：
午
後
2

　

時
～
▼
子
供
相
撲
大
会
…
午
後

　

4
時
～
▼
の
ど
自
慢
・
：
午
後
6

　

時
～
▼
ゆ
か
た
美
人
コ
ン
テ
ス

　

ト
・
：
午
後
7
時
～
▼
盆
お
ど
り

　

・
：
午
後
9
時
～

駐
車
場
富
田
公
民
館
・
富
田
小

　

・
越
前
富
田
駅
・
市
農
協
土
打

　

出
張
所
・
尚
徳
中

●
全
国
消
費
実
態
調
査
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
9
月
か
ら
‥
1
1
月
ま
で
の
3

ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
「
全
国
消
費
実

態
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
生
活
を
家

計
の
面
か
ら
把
握
し
て
、
国
や
地

方
公
共
団
体
が
行
う
各
種
社
会
・

経
済
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、
主
に
家
計
簿

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市内の交通事故状況

件数内訳 平成元年　6月末63年6月末増減

総件数 172 187 －15

人身

事故

件数 89 82 ＋7

死者 1 5 －4

傷者 121 101 ＋20

物損事故 83 105 －22



INFORMATION

間
合
先
大
野
市
役
所
企
画
開
発

　

課
情
報
統
計
係

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
水
泳
大
会

と
き
8
月
2
7
日
⑨
午
前
9
時
～

と
こ
ろ
大
野
市
B
＆
G
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
‐
―
）

対
象
市
内
の
小
・
中
学
生
、
幼

　

児
と
保
護
者
、
そ
の
他
一
般

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
口
・
5
0
口
）

　

1
0
0
｝
い
個
人
メ
ド
レ
ー
、
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

申
込
方
法
8
月
1
8
日
②
ま
で
に

　

参
加
費
2
0
0
円
を
添
え
て
海

　

洋
セ
ン
タ
ー
へ
。
お
問
い
合
わ

　

せ
も
同
セ
ン
タ
ー
へ
（
豊
6
4
・

　

1
3
1
1
）

・
保
健
所
が
二
日
食
品
●

　

環
境
衛
生
相
談
所
”
開
設

と
き
8
月
7
日
⑥
午
前
1
0
時
～

　

午
後
6
時

と
こ
ろ
リ
ブ
レ
3
階
ホ
ー
ル

内
容
大
野
保
健
所
の
係
員
な
ど

　

が
食
品
に
関
す
る
疑
問
や
要
望
、

　

理
・
美
容
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

　

公
衆
浴
場
に
対
す
る
苦
情
・
要

　

望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
指
導
・

　

改
善
に
生
か
し
ま
す
。

　

8
月
7
日
～
1
3
日
は
食
品
衛
生

週
間
で
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め

食
品
は
清
潔
に
保
管
し
、
新
鮮
な

う
ち
に
調
理
し
て
、
早
く
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
弱
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由

で
義
務
教
育
の
学
校
を
卒
業
で
き

な
か
っ
た
人
を
対
象
に
、
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。

試
験
期
日
1
1
月
1
0
日
②
※
会

　

場
は
未
定
（
県
内
1
会
場
）

試
験
科
目
中
学
校
程
度
の
国
語

　

・
社
会
・
数
学
●
理
科
・
外
国

　

語
（
英
語
）

願
書
受
付
期
間
8
月
7
日
⑥
～

　

9
月
6
日
⑥

願
書
請
求
・
問
合
先
〒
m
福

　

井
市
大
手
3
‐
1
7
1
1
県
教
育

　

庁
指
導
課
（
豊
0
7
7
6
●
2
1

　

・
1
1
1
1
）

大野職訓センターで

　

初心者対象の実用講座

　

大野地域職業訓練センター（中

挾1－1601、大野市農協会館前）

では、各種講座の受講者を募集し

ています。いずれも初心者が対象

（ただし、2級商業簿記は3級程度

の実力のある人が対象）。申し込み

は同センター豊65―6840へ。定員

に達し次第、締め切ります。

講座名 日時 定員 受講料

3級商業簿記
8／22～11／17毎週火・金　　　　

午後6時30分～9時 20人 3，000円（教材費含）

2級商業簿記
8／18～11／14毎週火・金　　　　

午後6時30分～9時
20人 5，000円（教材費含）

初級洋裁講座
8／24～12／7毎週木　　　　

午後1時～3時30分 10人 2，000円（教材費別）

初級手編み
8／30～11／8毎月2・4水　　　　

午後7時～8時30分
20人 1，000円（教材費別）

初級実用習字
8／30～12／13毎週水　　　　

午後7時～9時 10人 2，000円（教材費別）

市民のうごき

　　　　　　　　　　

（前月比）

世帯数11．294世帯（＋5）

人□42．449人（－16）

　

男20．367人（－6）

　

女22，082人（－1∩）

転入52人出生33人

転出69人死亡32人

平成元年7月1日現在

暮
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ス

医薬品ではない健康食品

健康の維持は食生活から

　

最
近
の
健
康
ブ
ー
ム
を
反
映
し

健
康
食
品
を
食
べ
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
「
皮

膚
に
湿
疹
が
出
た
」
「
下
痢

を
し
た
」
な
ど
の
苦
情
や

相
談
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
食
品
は
、
よ
く
医

薬
品
と
混
同
さ
れ
や
す
い

た
め
、
消
費
者
に
多
く
の

誤
解
を
招
い
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
の
問
題
点
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
医
薬
品
的
な
外
見
、
形

　

状
（
錠
剤
・
カ
プ
セ
ル

　

な
ど
）
を
し
て
い
る
も

　

の
が
多
く
、
何
か
の
病

　

気
に
効
き
目
が
あ
る
よ

　

う
な
販
売
を
す
る
こ
と
も
あ
り

　

ま
す
。
そ
の
た
め
、
治
療
の
機

　

会
を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
特
定
の
栄
養
成
分
を
抽
出
し
た

　

り
添
加
す
る
な
ど
加
工
し
た
も

　

の
が
多
い
た
め
、
選
択
が
難
し

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

　

も
の
も
あ
り
、
多
く
摂
取
す
る

　

と
健
康
を
損
な
い
か
ね
ま
せ
ん
。

④
販
売
方
法
が
強
引
で
あ
っ
た
り
、

　

高
い
商
品
を
多
量
に
買
わ
さ
れ

　

る
な
ど
、
販
売
方
法
に
問
題
が

　

あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

（
財
百
本
健
康
食
品
協
会
で
は

厚
生
省
の
指
導
に
よ
り
、
健
康
食

品
に
関
す
る
製
品
企
画
、
製
造
加

工
基
準
を
設
け
、
同
協
議
会
の
製

品
審
査
に
合
格
し
た
健
康
食
品
に

つ
い
て
は
「
J
H
F
A
マ
ー
ク
」

を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
維
持
に
は
、
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
生
活

を
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

健
康
食
品
で
は
体
質
改
善

や
病
気
治
療
は
で
き
ま
せ

ん
。
健
康
に
少
し
で
も
不

安
が
あ
っ
た
ら
、
医
師
に

相
談
し
て
指
導
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

ふ
｀
帛
ψ
不
ψ
不

　

市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

な
ど
、
広
く
皆
さ
ん
の
声

を
お
聞
き
す
る

た
め
、
毎
月
第

二
水
曜
日
の
午

前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
、

大
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
●

リ
プ
レ
ー
階
で
消
費
生
活
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
買

い
物
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

JHFAマーク
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蕨
生
小
学
校

　

蕨
生
小
学
校
（
児
童
六
十
七
人
）
と
い
え
ば
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
が
昨
年

の
三
月
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
や
、

桜
の
時
期
の
野
外
給
食
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

年
中
行
事
の
全
校
生
に
よ
る
荒
島
登
山
は
、

今
年
も
六
月
十
四
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
児
童
会
の
五
大
行
事
と
し
て
、
自

転
車
に
よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
遠
足
、
七
夕

集
会
、
校
内
運
動
会
、
お
楽
し
み
集
会
、
六

年
生
を
送
る
会
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
木
造
校
舎
は
、
終
戦
後
間
も
な
く

建
て
ら
れ
、
そ
の
後
も
増
改
築
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
最
近
は
雨
も
り
が
ひ
ど
く
、
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
い
こ
と
も
悩
み
で

す
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
創
立
八
十
周
年

唯
野
小
学
校
開
校
百
年
祭
を
行
い
ま
し
た
が

現
在
の
下
の
沢
地
籍
か
ら
国
道
寄
り
の
荒
島

保
育
園
の
近
く
に
校
舎
移
転
が
本
決
ま
り
と

な
り
、
稲
刈
り
の
終
わ
る
九
月
に
は
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
奥
越
青
少
年
の
森
で
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
木
造
校
舎
で
生

活
す
る
の
も
今
年
度
が
最
後
な
の
で
、
八
月

二
十
六
（
土
）
こ
一
十
七
日
（
日
）
に
は
親
子
が

学
校
で
宿
泊
し
て
、
伝
承
遊
び
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

石
田
欽
一
校
長
は
第
二
十
五
代
目
で
す
。

校
長
室
に
あ
る
歴
代
の
校
長
の
顔
写
真
の
う

ち
、
初
代
か
ら
十
代
ま
で
は
肖
像
画
で
す
。

明
治
四
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ま
す
さ
か

の
ぼ
り
あ
ゆ
お
ど
る
九
頭
龍
川
や
真
名
川

や
I
：
‐
：
」
で
始
ま
る
校
歌
を
歌
っ
て
、
多
く

の
児
童
が
巣
立
っ
た
懐
し
い
学
び
舎
も
、
そ

の
長
い
歴
史
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
T
）

甫
知
ら
せ

・
福
井
合
奏
団
囚
大
野

　

サ
マ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
8
月
1
6
日
2
午
後
3
時

　

？
5
時

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
小
学
生
以
上
の
市
民
で
、

　

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
（
乳

　

幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

　

さ
い
）
。

入
場
料
無
料

演
奏
内
容
▽
第
1
部
‐
：
モ
ー

　

ツ
ァ
ル
ト
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ

　

ィ
の
曲
の
中
か
ら
3
曲
程
度

　

▽
第
2
部
・
‐
‐
バ
イ
オ
リ
ン
と

　

ピ
ア
ノ
の
た
め
の
名
曲
演
奏

　
　

（
バ
イ
オ
リ
ン
＝
東
海
千
浪

　

j
、
ピ
ア
ノ
＝
下
山
静
香
j
）

問
合
先
市
教
育
委
員
会
（
市

　

役
所
内
）
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

雲
6
6
・
1
1
1
1

編
集
後
記

・
今
月
号
五
ペ
ー
ジ
で
は
「
6
3

年
度
ゴ
ミ
総
決
算
」
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
毎
年
、
体
育

館
一
つ
分
の
お
金
が
ゴ
ミ
処
理

に
使
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

さ
て
、
こ
の
広
報
紙
一
部
当
た

り
約
四
十
八
″
ラ
で
す
が
、
年
間

発
行
総
部
数
で
は
約
六
・
五
ト
ン
。

”
ゴ
ミ
”
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
い
の
で
す
が
・
I
I
：
‐
。
（
清
）

…
越
前
町
玉
川
の
国
道
で
起
き

た
が
け
崩
れ
事
故
は
、
観
光
客

十
五
人
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
、
五
月
に
起
き
た

大
野
の
国
道
1
5
8
号
の
崩
壊

事
故
で
は
、
人
命
へ
の
被
害
は

無
く
、
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

　

三
十
日
か
ら
防
災
週
間
。
災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
：
‐
：
‐
と
の

戒
め
を
、
市
民
も
行
政
も
肝
に

銘
じ
ね
ぼ
と
思
い
ま
す
。
（
平
）

肌頁ニ‾ii

　

岐
阜
県
郡
上
八
幡
町

を
皮
切
り
に
、
秋
田
県

湯
沢
市
、
長
崎
県
島
原

市
、
福
井
県
大
野
市
に

続
い
て
、
今
年
の
八
月

十
、
十
一
日
に
は
富
山

県
黒
部
市
で
第
五
回
全
国
水
環
境
保
全
市
町
村

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
る
？
昨
年
は
住
民
活

動
の
グ
ル
ー
プ
代
表
が
パ
ネ
ラ
ー
だ
っ
た
が
、

今
年
は
こ
れ
ま
で
の
開
催
地
の
町
長
・
市
長
が

ス
テ
ー
ジ
に
あ
が
る
。
山
内
市
長
も
登
壇
さ
れ

る
が
、
昨
年
、
新
装
な
っ
た
市
民
会
館
で
の
催

し
か
ら
も
う
一
年
が
過
ぎ
た
と
思
う
と
、
時
の

た
つ
の
が
早
い
の
に
驚
か
さ
れ
る
？
あ
る
日
曜

日
の
早
朝
、
新
堀
川
の
中
で
ゴ
ム
長
を
は
い
て
、

ゴ
ミ
を
袋
の
中
に
入
れ
て
い
る
人
が
い
た
。
そ

れ
は
市
の
生
活
環
境
課
長
さ
ん
だ
っ
た
が
、
近

く
の
区
長
や
区
民
も
定
期
的
に
川
の
清
掃
を
行

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
地
道
な
活
動
は
、
き
っ
と

他
に
も
あ
る
に
違
い
な
い
▼
生
活
環
境
課
は
、

五
月
に
は
最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
塩
素
系
有

機
溶
剤
に
よ
る
水
質
汚
染
に
つ
い
て
、
千
葉
県

水
質
保
全
研
究
所
の
楡
井
久
博
士
を
招
い
て
、

事
業
所
を
対
象
に
講
演
会
を
開
い
た
▼
あ
る
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
河
川
の
水
質
を
調
査
中
で
、

七
十
数
力
所
の
調
査
地
点
の
う
ち
十
一
ヵ
所
が

化
学
テ
ス
ト
の
結
果
、
特
に
汚
れ
て
い
る
と
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。
御
清
水
の
枯
渇
に
つ
い
て
も
、

い
く
つ
か
の
複
合
し
た
原
因
が
示
さ
れ
た
？
地

下
水
は
、
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
動
い
て
い

る
の
で
、
私
た
ち
は
案
外
無
頓
着
で
い
る
が
、

い
ま
抱
え
て
い
る
多
く
の
水
問
題
の
解
決
に
本

腰
を
入
れ
、
水
環
境
を
積
極
的
に
保
全
し
て
こ

そ
、
大
野
市
で
の
名
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
評
価

が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
T
）

発
行
福
井
県
大
野
市
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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